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月号

5月26日に、東小学校が指定避難所となっている方を対象とした津波避難訓練を開催しました。 
（関連記事8ページ）

今月の主な記事 住 民 の 動 き
平成25年度町県民税
住民税住宅ローン控除の適用もれにご注意ください  ………P２
非自発的失業者の国民健康保険税軽減制度 … ………………P２
国保の特定健診で健康チェック … ……………………………P４
後期高齢者医療制度の健康診査 … ……………………………P５
守れ人権　許すな差別 … ………………………………………P10
情報NOW …………………………………………………………P11〜16

平成25年５月末現在（　）内は前月比
人　口	 34,308人	（＋17） 15歳未満	 5,417人	（＋９）

65歳以上	 6,374人	（＋21）

平均年齢	 41.8歳

　男	 16,481人	（＋10）

　女	 17,827人	（＋７）

世帯数	 13,090戸	（＋９）

6
～命を守るために～
津波避難訓練開催
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住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を

受
け
る
た
め
に
は
、
給
与
支
払
報
告
書
・

確
定
申
告
書
に「
住
宅
借
入
金
控
除
可
能

額
」と「
居
住
開
始
年
月
日
」が
記
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

必
要
な
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

と
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
源
泉
徴
収
票
・
確
定
申
告
書
に
必
要
な
事

項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※
居
住
開
始
年
月
日
が
平
成
19
・
20
年
中
の

住
宅
に
つ
い
て
は
本
制
度
の
適
用
は
あ
り

ま
せ
ん
。

 

問 

税
務
課（
☎
６
３
７・３
１
１
７
）

今
月
の
税
金
と

保
険
料
の
納
付
の
お
知
ら
せ

　

６
月
は
、
町
県
民
税（
１
期
）・
国
民
健
康

保
険
税（
２
期
）・
介
護
保
険
料（
２
期
）の
納

付
月
で
す
。

納
期
限
は
、６
月
25
日
で
す
。

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
特
別
徴
収
の
方
は
、
６
月
受
給
の
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で

に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
契
約
を
解
除
す
る
場
合
に
は
、

解
約
手
続
が
必
要
で
す
。
転
出
・
婚
姻
等
、

世
帯
状
況
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、

自
動
的
に
解
約
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問 

税
金
に
関
す
る
こ
と
…
税
務
課

（
☎
６
３
７・３
１
１
７
）

　
　
保
険
料
に
関
す
る
こ
と
…
健
康
推
進
課

（
☎
６
３
７・３
１
１
５
）

７
月
６
日（
土
）、
７
日（
日
）は

自
動
交
付
機
が
使
え
ま
せ
ん

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
自
動
交
付

機（
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書
の

発
行
）は
、
７
月
６
日（
土
）、
７
日（
日
）に

機
器
調
整
作
業
を
行
う
た
め
、
終
日
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

７
月
８
日（
月
）か
ら
は
通
常
ど
お
り
、
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
10
時
ま
で
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

問 

住
民
課（
☎
６
３
７・３
１
１
２
）

非自発的失業者の国民健康保険税軽減制度
　企業の倒産・解雇、雇い止めなどにより離職された方は、手続
により国民健康保険税が軽減されます。

軽減の内容
　非自発的失業者の前年の給与所得を30／100とみなして計算します

軽減対象者　次の①～③の条件をすべて満たす方
①平成21年３月31日以降に離職
②離職日の翌日時点で65歳未満
③雇用保険の特定受給資格者（倒産・解雇などによる離職）又は特

定理由離職者（雇い止めなどによる離職）
※具体的には、雇用保険受給資格者証の「離職理由」欄に次のコー

ドが記載されている方
　特定受給資格者　１１・１２・２１・２２・３１・３２
　特定理由離職者　２３・３３・３４

対象期間
　離職日翌日の属する月から、その月の属する年度の翌年度末までの間

手続方法
　印鑑と雇用保険受給資格者証を持参の上、健康推進課で手続を
してください

問
 税　務　課（☎６３７・３１１７）

   　健康推進課（☎６３７・３１１５）

平
成
25
年
度
町
県
民
税

住
民
税
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
も
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

外
国
人
住
民
の
方
の
住
基
ネ
ッ
ト
の

運
用
が
開
始
さ
れ
ま
す

　

平
成
25
年（
２
０
１
３
年
）７
月
８
日（
月
）

か
ら
、
外
国
人
住
民
の
方
の
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム（
住
基
ネ
ッ
ト
）の

運
用
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
住
民

の
方
の
住
民
票
に
住
民
票
コ
ー
ド
が
記
載
さ

れ
ま
す
の
で
、
そ
の
住
民
票
コ
ー
ド
を
ご
本
人

に
通
知
し
ま
す
。

　

７
月
８
日（
月
）か
ら
は
、
外
国
人
住
民
の
方

も
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ
ー
ド
）の
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

問 

住
民
課（
☎
６
３
７・３
１
１
２
）

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
所
得
税
の
予
定
納
税（
第
１
期
分
）〜

納
付
期
間　
７
月
１
日
〜
７
月
31
日

予
定
納
税
と
は

　

前
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
に
基
づ

き
計
算
し
た
予
定
納
税
基
準
額
が
15
万
円

以
上
で
あ
る
場
合
に
、
原
則
そ
の
金
額
の

1
／
3
相
当
額
を
そ
れ
ぞ
れ
７
月（
第
１

期
分
）と
11
月（
第
２
期
分
）に
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

納
税
す
る
額

　

予
定
納
税
が
必
要
な
方
に
は
、
６
月
中

旬
に
税
務
署
か
ら「
予
定
納
税
額
の
通
知

書
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
第
１
期
分

の
金
額
が
納
税
す
る
額
で
す
。

　

予
定
納
税
額
及
び
そ
の
計
算
の
詳
細

は
、「
予
定
納
税
額
の
通
知
書
」に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

問 

鳴
門
税
務
署(

☎
６
８
５・４
１
０
１)
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　町では、認可外保育所、私立幼稚園、鳴門教育大学附属幼稚園へお子様を預けられているご家庭に対し、少
子化対策の一環として保育料・授業料を助成しています。
　対象となるのは、町に住民登録をし、居住している児童で、現に扶養している児童が３人以上いる世帯の 
第３子以降の児童が認可外保育所・私立幼稚園等に入所・入園している場合です。また、対象となる認可外保育所、
保育料、利用形態に制限がありますので、ご注意ください。
対象保育所
　県への設置届を義務付けられた施設であり、認可保育施設指導監督基準をすべて満たす旨の証明書の交付を
受けた施設
保　育　料
　町の認可保育所における保育に準ずる基本的な保育サービスに要する費用
利 用 形 態
　対象認可外保育所と、保育について月単位で利用契約をしていること
申請受付期間（土・日・祝日を除く）

利用月（助成対象月） 申請受付期間
４月 〜 ６月分 ７月１日 〜 ７月31日
７月 〜 ９月分 10月１日 〜 10月31日
10月 〜 12月分 平成26年１月６日 〜 １月31日

平成26年１月 〜 ３月分 平成26年４月１日 〜 ４月30日
　申請書は福祉課・教育委員会に備えていますが、施設の在籍証明・保育料・授業料の領収書・その他審査に
必要な書類を提出していただきますので、詳しくはお問い合わせください。

申・問  福祉課（☎６３７・３１１４）　    教育委員会（☎６３７・３１２８）

　ご家庭に設置されている水道メーターで、設置してから 
８年以上経過したものは、計量法により交換することが義務
付けられています。
　交換対象の水道メーターは、７月下旬から随時交換する 
予定ですので、ご協力をお願いします。

●交換対象メーター
　平成17年度以前に設置されたメーター

●交換期間
　7月下旬～10月下旬

※交換業務は、町が藍住町上下水道工事店協同組合に委託し
て無料で実施します。

※交換作業の際には、メーターの口径によりますが、５分～
30分間程度断水します。ご理解とご協力をお願いします。

※ご不在の場合でもメーター交換
を実施させていただきますので、 
あらかじめご了承ください。

問  水道課（☎６３７・３１３１）

下
水
道
へ
の
接
続
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

下
水
道
に
汚
水
を
流
す
た
め
に
は
、
排

水
設
備
を
設
置
し
下
水
道
へ
接
続
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

排
水
設
備
の
工
事
は
、
下
水
道
本
管
や

終
末
処
理
場
な
ど
の
機
能
を
損
な
わ
な
い

よ
う
、
適
正
に
施
工
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
町
が
指
定
し
た「
排
水
設
備
指

定
工
事
店
」で
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
下
水
道
接
続
工
事
を

実
施
す
る
と
き
に
は
、
町
へ
の
手
続
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
家
の
増
改
築
等
に
よ
り
下
水
道

へ
の
接
続
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
に
は
、

事
前
に
下
水
道
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
不
正
接
続
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
町

条
例
に
よ
り
過
料
に
処
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問 

下
水
道
課（
☎
６
３
７・３
１
２
３
）

認可外保育所入所児童・私立幼稚園等に在籍している
第３子以降に対する保育料・授業料助成

水道メーター定期交換（無料）

水を大切に!

水丸くん
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国
保
の
特
定
健
診
で

健
康
チ
ェッ
ク

あ
な
た
と
家
族
の
た
め
に

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

生
活
習
慣
病
は
、
発
症
す
る
ま
で
は
ほ
と

ん
ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
発
症
し
て

か
ら
で
は
治
療
に
時
間
も
費
用
も
か
か
り

ま
す
。
特
定
健
診
で
自
分
の
健
康
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
病
気
の
発
症
や
重
症
化
を
予

防
し
て
、
早
め
の
治
療
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

７
月
初
旬
ご
ろ
に
特
定
健
診
の
受
診
券
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
同
封
の
特
定
健
康
診
査

実
施
機
関
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
医

療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
健
診
は
年

に
一
度
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
す
の
で
、
毎
年

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

受
診
期
間

　

受
診
券
を
受
け
取
っ
て
か
ら
12
月
末
ま
で

※
10
月
以
降
に
75
歳
に
な
る
方
は
９
月
末
ま
で

受
診
対
象
者

　

町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳

以
上
74
歳
以
下
の
方

※
４
月
１
日
以
降
に
町
国
民
健
康
保
険
の
加

入
手
続
を
さ
れ
た
方
で
、
受
診
券
が
届
か

な
い
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
９
月
30
日
ま
で
に
75
歳
に
達
す
る
方
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

受
診
機
関　
特
定
健
康
診
査
実
施
機
関

自
己
負
担
金　
千
円

お
願
い

　
町
に
よ
る
健
診
結
果
の
分
析
や
保
健
指

導
の
た
め
に
、
徳
島
大
学
病
院
内
の
サ
ー

バ
ー
に
健
診
結
果
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
同
意
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。
同
意
書
の
提
出
が
あ
っ
た
方
の

み
保
存
し
ま
す
。
な
お
、
削
除
の
申
出
は

い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

問 

健
康
推
進
課（
☎
６
３
７・３
１
１
５
）

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
へ

　

町
で
は
毎
年
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
を
迎
え
た
ご
夫
婦
に
、
記
念
品
を
お
渡
し
し

て
い
ま
す
。
今
年
も
９
月
に
開
催
予
定
の「
敬
老
の
つ
ど
い
」へ
ご
招
待
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、次
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、８
月
30
日（
金
）ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❶ 

昭
和
28
年
に
結
婚
さ
れ
た
、
成
婚
60
年
目
の
ご
夫
婦

❷ 

昭
和
38
年
に
結
婚
さ
れ
た
、
成
婚
50
年
目
の
ご
夫
婦

※
確
認
の
た
め
、
婚
姻
年
月
日
等
を
お
伺
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問

 

福
祉
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）

　
農
業
用
使
用
済
生
産
資
材
廃
棄
物
は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る 

法
律
」に
基
づ
き
、
環
境
保
全
上
の
支
障
が
な
い
よ
う
に
適
正
な
処
理
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
当
協
議
会
で
は
、
次
の
と
お
り
回
収
処
理
を
行
い
ま
す
。

日
　
時
　
６
月
15
日（
土
）　

午
前　
住
吉
地
区　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後　
住
吉
・
藍
園
全
地
区　

　
　
　
　

６
月
16
日（
日
）   

午
前　
徳
命
地
区
・
中
富
地
区　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後　
奥
野
地
区
・
富
吉
地
区

　
　
　
　

両
日
と
も
、
午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時（
雨
天
決
行
）

場
　
所　
藍
住
西
小
学
校（
西
側
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

対
　
象　
次
の
品
目
に
限
り
ま
す

①
農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル（
塩
ビ
・
酢
ビ
・
Ｐ
Ｏ
系
）・
肥
料
袋
・
ポ
リ
ポ
ッ
ト
・

寒
冷
紗
・
灌
水
チ
ュ
ー
ブ

②
塩
化
ビ
ニ
ー
ル

③
コ
ン
テ
ナ
・
あ
ぜ
な
み
・
育
苗
箱
・
Ｔ
ポ
ー
ル
・
ダ
ン
ポ
ー
ル（
２
ｍ
以
内

に
切
断
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
）

料
　
金　
１
㎏
当
た
り
８
円（
税
込
み
）

注
意
事
項　

◦
品
目
ご
と
に
回
収
し
ま
す
の
で
、①
、②
、③
に
分
別
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

◦
最
大
積
載
量
を
守
り
、車
の
両
側
面
に『
産
廃
運
搬
車
』の
表
示
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
、
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
搬
入
前
後
に
、
西
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
重
量
を
測
定
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

板
野
郡
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
協
議
会 

藍
住
支
部

　
　
（
Ｊ
Ａ
板
野
郡
東
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
内
）（
☎
６
７
２
・
７
８
７
０
）

農業用廃ビニールの回収処理　

男
女
共
同
参
画
週
間
は
、
皆
さ
ん
に
男

女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
男
性
と
女

性
が
、
職
場
で
、
学
校
で
、
地
域
で
、
家

庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮

し
、
い
き
い
き
と
輝
い
て
暮
ら
せ
る
社
会

の
こ
と
で
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、

行
政
だ
け
で
は
な
く
、
町
民
の
皆
さ
ん
一

人
一
人
の
取
組
が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問 

企
画
政
策
課（
☎
６
３
７・３
１
２
４
）

６
月
23
日
～
29
日
は『
男
女
共
同
参
画
週
間
』で
す

平
成
25
年
度
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ 

～
紅
一
点
じ
ゃ
、
足
り
な
い
。～
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■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■　後期高齢者医療制度の健康診査　■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
　後期高齢者医療制度に加入している方を対象に、糖尿病などの生活習慣病の早期発見や重症化の予防のため、健康
診査を実施します。
　健康診査の対象となる方には『健康診査受診券』をお送りしますので、ぜひ受診しましょう。

健康診査受診券をお送りする時期

○入院していない方、又は生活習慣病と診断されていない方………８月（予定）

　入院していた方及び生活習慣病と診断された方は、すでに健康状態を把握され、医師の指導を受けていると
考えられますので、健康診査の対象者から除いています。
※生活習慣病とは、生活習慣が発症原因に深く関わっていると考えられる病気で、糖尿病、高血圧性疾患、 

脂質異常症、虚血性心疾患、その他心疾患、くも膜下出血、脳内出血、脳梗塞、脳動脈硬化、その他脳血管疾患、
動脈硬化などがあります。

○上記以外の方で、平成25年４月以降に血液検査や尿検査をしていない方
　受診を希望する方は、８月以降に健康診査申込書により広域連合事務局まで申し込みください。締切りは11月末
ごろを予定しています。
※健康診査申込書は、役場健康推進課にも備えています。

○平成25年１月１日から平成25年９月30日までの間に後期高齢者医療制度に加入した方
　加入時期に応じ、次のとおり５月から10月までの間に健康診査申込書を送付します。入院していない方、又は 
生活習慣病と診断されていない方で受診を希望する方は、広域連合事務局まで申し込みください。受診券を後日 
送付します。

健康診査申込書の送付時期（予定）

① １月１日から３月31日までの間に加入された方………５月
② ４月１日から５月31日までの間に加入された方………６月
③ ６月１日から７月31日までの間に加入された方………８月
④ ８月１日から９月30日までの間に加入された方………10月

○平成25年10月以降に後期高齢者医療制度に加入する方
　後期高齢者医療制度の健康診査対象外となります。後期高齢者医療制度に加入するまでに、現在加入している 
健康保険で健康診査を受診してください。

○施設入所されている方
　障害者支援施設、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、介護保険施設等に入所している方は、健康診査を受診
することができません。

健診項目  身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査
受診費用  無料
受診期間  受診券を受け取ってから12月末まで

問  県後期高齢者医療広域連合事務局  事業課（☎６７７・３６６６） 　徳島市川内町平石若松78番地１
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阿
波
踊
り
の
練
習
は

マ
ナ
ー
を
守
っ
て

　

徳
島
の
夏
を
代
表
す
る
阿
波
踊
り
の
本
番

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
町
内
で
も
踊
り
の

練
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
か
ね
や
太
鼓

の
音
は
、
付
近
の
住
民
の
方
に
と
っ
て
は
、

騒
音
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
練
習
を
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、「
夜
遅
く
ま
で
練
習
を

し
な
い
」「
必
要
以
上
に
音
を
出
さ
な
い（
特

に
太
鼓
の
音
は
控
え
め
に
）」な
ど
の
ご
配
慮

を
お
願
い
し
ま
す
。

～
町
民
の
皆
さ
ん
へ
～

　

阿
波
踊
り
は
、
本
県
に
と
っ
て
大
切
な
伝

統
芸
能
で
す
。
本
番
を
前
に
熱
の
こ
も
っ
た

練
習
が
行
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

教
育
委
員
会(

☎
６
３
７・３
１
２
８)

藍
住
町
土
地
利
用

指
導
要
綱
の
改
正

　

町
で
土
地
利
用
及
び
土
地
開
発
を
行
う

際
の
基
準
と
な
る「
藍
住
町
土
地
利
用
指

導
要
綱
」を
改
正
し
ま
す
。
主
な
改
正
点

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
道
路
の
中
心
後
退

　

こ
れ
ま
で
は
、
町
道
の
み
を
対
象

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
た
に「
車
輌

等
が
通
行
し
て
い
る
道
路（
里
道
、
農

道
等
）」が
対
象
に
加
わ
り
ま
す
。

◆
開
発
行
為
に
よ
っ
て
新
設
さ
れ

る
道
路
の
幅
員

　

こ
れ
ま
で
は
、
道
路
側
溝
を
含
ん

だ
幅
員
４
ｍ
以
上
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
道
路
側
溝
を
含
ま
な
い
幅
員
４

ｍ
以
上
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
12

月
の
事
前
協
議
分
か
ら
適
用
と
な
り
ま

す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

問 

建
設
課(

☎
６
３
７・３
１
２
２)

～
事
業
主
の
方
へ
～

  

労
働
保
険
の

  

年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

　

平
成
25
年
度
労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続

期
間
は
、
６
月
３
日（
月
）か
ら
７
月
10
日

（
水
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

期
間
内
に「
労
働
保
険
確
定
・
概
算
保
険

料
申
告
書
」に
よ
り
、
平
成
24
年
度
分
の
確

定
保
険
料
と
平
成
25
年
度
分
の
概
算
保
険
料

の
申
告
・
納
付
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

徳
島
労
働
局 

労
働
保
険
徴
収
室

(

☎
６
５
２・９
１
４
３)

開発区域　Ａ

　次のような開発区域の場合

　現行の要綱での条件

開発区域　Ａ

要綱改正による開発条件の例示①
（道路の中心後退）

里

道

町 道

里

道

　改正後の要綱での条件

開発区域　Ａ

町 道

中心後退 ２.６ｍ

中心後退 ２.６ｍ

中心後退 ２.０ｍ

里

道

町 道

　次のような開発区域の場合

開発区域　Ｂ 町
　
道

　現行の要綱での条件

要綱改正による開発条件の例示②
（開発行為によって新設される道路の幅員）

町
　　　　　開発道路道路幅員 4.0m以上

　改正後の要綱での条件

町
　
道

　　　　　　開発道路

　
道

　　　　　道路幅員4.0m以上

道路幅員5.2m以上

開発区域　Ａ

　次のような開発区域の場合

　現行の要綱での条件

開発区域　Ａ

要綱改正による開発条件の例示①
（道路の中心後退）

里

道

町 道

里

道

　改正後の要綱での条件

開発区域　Ａ

町 道

中心後退 ２.６ｍ

中心後退 ２.６ｍ

中心後退 ２.０ｍ

里

道

町 道

　次のような開発区域の場合

開発区域　Ｂ 町
　
道

　現行の要綱での条件

要綱改正による開発条件の例示②
（開発行為によって新設される道路の幅員）

町
　　　　　開発道路道路幅員 4.0m以上

　改正後の要綱での条件

町
　
道

　　　　　　開発道路

　
道

　　　　　道路幅員4.0m以上

道路幅員5.2m以上
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アルコールとの上手なつきあい方④

アルコールと血圧
藍里病院 副院長

　吉　田　精　次 先生

　嗜好品と言われるアルコールとタバコは、循環器病と深い関係があります。今回は、アルコールと血圧の
関係についてご説明します。

●アルコールの作用はとても複雑
　アルコールは非常に単純な構造の化学物質ですが、人体への作用の仕方は実に複雑です。例えば、血管を
収縮させて血圧を上げる作用があれば、拡張させて血圧を下げる作用もあります。人体への影響は、飲んで
からの時間、体質（日本人には、アルコールを分解する力が10の人、５の人、０の人がいるのをご存知でし
たか？）、１日当たりの飲酒量、１回当たりの飲酒量などによって、大きく変わります。

●アルコールと高血圧の関係
　アルコールは、飲酒後の数時間は血圧を下げますが、
その後、血圧を上げる作用があります。長期間の飲酒は
血圧を上げ、高血圧の原因になります。飲酒量が多いほど、
血圧の平均値は上がります。飲酒量と血圧の関係を調査
したデータがありますので、ご紹介します（図１）。
　純アルコール20グラム（毎回イラストでご紹介してい
ますが、日本酒1合、ビール500ml、ワイン240mlなど）
当たり、血圧が３ミリ上がることが認められています。

●アルコールが血液循環に与える長所と短所
　マイナス面は高血圧、不整脈、心肥大や心不全の原因になることです。更に脳出血やくも膜下出血のリスク
も高めます。危険度は飲酒量に比例します。逆に心筋梗塞や狭心症といった虚血性心疾患を予防する効果だ
けは認められるようです。しかし、これも飲酒量が１日に３合を越える大量飲酒になると事情は変わります。

●飲酒量が決め手
　高血圧を防ぐために推奨されている飲酒量をご紹介します（表１）。これはＷＨＯ（世界保健機関）、アメリ
カ、日本の高血圧学会が発表しているものです。
　アルコールを原因とする３大疾患は肝障害・高血圧・
糖尿病ですが、アルコールに関係する病気は100とも
120とも言われています。また、これらの病気を引き起
こすかどうかを左右する要因として最も大きなものが、 
１日当たりの飲酒量です。

●１合程度で満足する飲み方（最もリスクが少ない飲み方）を
　アルコールの代謝が早い人でも1日に1合程度で満足する飲み方が理想的です。飲酒量はその人の満足度と
深い関係があります。たくさん飲まないと満足しないという飲み方は、長期的には様々な健康被害を引き起
こしますので、ぜひ少量で満足する飲み方をご検討ください。

日本酒 焼酎 25度

1合　180ml 100ml

＝

（図１）純アルコール摂取量と血圧の関係

※飲酒量が増えると血圧が上がっていることがわかります。
(circulation 80:609,1989)一日あたりの純アルコール摂取量（ml）

拡張期血圧

収縮期血圧
142
140
138
136
134
132
130
85
84
83
82
81
80

0 <1 <10 <20 <30 <40 <50 <60 60+

（表１）高血圧を防ぐために推奨されている飲酒量等
ＷＨＯ

国際高血圧学会
アメリカ

高血圧合同委員会
日本

高血圧学会

純アルコール
1日30ml以下
女性はその15ml以下

1日20～30グラム以下
女性は10～20グラム以下

1日20～30グラム以下
女性は10～20グラム以下

タ バ コ 禁煙 禁煙 禁煙

※ml、グラムは純アルコール量を示しています。
※日本酒１合の純アルコール量は20グラムです。
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～ 自転車走行のルールを学ぶ ～
東中学校で交通安全教室

防
災
訓
練
は
自
然
災
害
か
ら
　
　
　
　
　

　
　
　
命
を
守
る
た
め
の
訓
練
で
す

　5月17日に、藍住東中学校で交通安全教室が開催されました。 
これは、県警、板野署、ＪＡ共済連県本部などの協力を得て開催
されたもので、生徒の皆さんに「交通事故に遭わない」「交通事故を
起こさない」ための注意点を学んでもらいました。
　実際に起きた自転車事故をスタントマンが再現し、どうして事
故が起きたのかを検証する場面では、自転車と車がぶつかる大き
な衝撃音とその迫力に、生徒から驚きの声が上がっていました。

　また、板野署交通課から自転車事故の実態と交通法規について説明を受
けたほか、生徒参加による自転車の安全走行実習なども行われました。
　町が「交通事故ゼロの町」となるよう、皆さんの交通マナーに対するご理
解とご協力をお願いします。

スタントマンによる自転車事故の再現
自
転
車

事
故
現
場
の
再
現

自
転
車
の

安
全
走
行
実
習

　

５
月
26
日
、
東
小
学
校
を
会
場
と
し
た
津

波
避
難
訓
練
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
昨
年
度
か
ら
避
難
所
ご
と

に
開
催
し
て
お
り
、
今
回
が
３
か
所
目
と
な

り
ま
す
。
訓
練
に
は
地
域
住
民
の
ほ
か
、
消

防
署
や
消
防
団
な
ど
、
関
係
者
４
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
自
宅
か
ら
東
小
学
校
ま
で
を

徒
歩
又
は
自
転
車
で
移
動
し
、
避
難
所
ま
で

の
所
要
時
間
や
避
難
経
路
、
ま
た
危
険
箇
所

な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
設
け
た
防
災
関
連
の
様
々
な
体
験

コ
ー
ナ
ー
や
展
示
コ
ー
ナ
ー
は
、
ど
こ
も
参

加
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
地
震
体

験
車
は
人
気
が
高
く
、
強
い
日
差
し
の
中
、

長
蛇
の
列
を
作
り
順
番
を
待
ち
ま
し
た
。
ま

た
、
東
小
学
校
周
辺
が
津
波
浸
水
区
域
に
想

定
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、

足
下
の
見
え
な

い
水
の
中
を
歩

く
、
浸
水
体
験

プ
ー
ル
も
積
極

的
に
体
験
し
て

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
毎
年
訓
練
を
実
施
し
て

ほ
し
い
」「
防
災
の
参
考
に
な
っ
た
」な
ど
の

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

自
然
災
害
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
備
え

に
よ
っ
て
、
被
害
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
防
災
訓
練
へ
の
積
極
的
な
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
課 

危
機
管
理
室（

☎
６
３
７
・
３
１
１
１
）

浸
水
歩
行
体
験

Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験

地震体験

煙体験



No 833 ■ 広報あいずみ9

　

５
月
19
日
に
一
斉
清
掃
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
た
く
さ
ん
の
町
民
の
皆
さ
ん
・
事
業
所

の
皆
さ
ん
が
ご
参
加
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
ご
協
力
に
よ
り
、
公
園
・
道
路
の
ご
み

や
草
木
、
排
水
路
の
汚
泥
等
が
取
り
除
か
れ
、

町
全
体
が
美
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
町
内
の
環
境
美
化
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
の
で
、「
美
し
く

住
み
良
い
町
づ
く
り
」に

対
す
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

生
活
環
境
課

（
☎
６
３
７・３
１
１
６
）

　
「
広
報
あ
い
ず
み
」は
、
毎
月
15
日
に

発
行
し
て
い
ま
す
。配
布
は
、徳
島
新
聞
、

読
売
新
聞
、
朝
日
新
聞
の
折
り
込
み
に

よ
り
行
っ
て
い
ま
す
が
、
新
聞
を
購
読

し
て
い
な
い
な
ど
の
理
由
で
届
い
て
い

な
い
お
宅
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
別
途
郵
送
に
よ
り
お
届
け

し
ま
す
。

　

な
お
、「
広
報
あ
い
ず
み
」は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

申
・
問 

企
画
政
策
課

（
☎
６
３
７・３
１
２
４
）

徳島ヴォルティスを皆さんで応援に行きましょう!!
●ホームゲームご案内
　６月22日（土）	 午後６時30分から
　　　　　　　	 VS ジェフユナイテッド千葉
　７月３日（水）	 午後７時から
　　　　　　　	 VS コンサドーレ札幌
●試合会場
 　ポカリスエットスタジアム

一
斉
清
掃
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

熱中症を予防して元気な夏を！
　熱中症とは、気温が高い中での作業や運動により、体内の水分や塩分（ナトリウム）
などのバランスが崩れたり、体温の調整機能が働かなくなったりして、体温上昇、め
まい、けいれんなどの症状を引き起こす障害の総称です。
　また、節電対策などの、空調使用制限等による室内での熱中症にも気をつけなけれ
ばなりません。

熱中症は予防できる病気です。熱中症を知って、しっかり予防し、楽しい夏を過ごしましょう。
　  板野東部消防組合 警防課（☎698・9903）問

ー熱中症予防のポイントー
①部屋の温度をこまめにチェックする（室温は28℃を超えないように）
②水分補給は計画的かつこまめにする（早めの水分補給）
③外出時は帽子などを着用し、できるだけ直射日光を避ける
④無理をせず適度に休憩をする
⑤規則正しい生活を心がけ体調を整える

「
広
報
あ
い
ず
み
」に

  

関
す
る
お
知
ら
せ
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えん罪と人権
～狭山現地調査をとおして～

●藍住町スローガン●

守れ人権 許すな差別

「大じょうぶ？」「いける？」その一言で  みんなが助かる	 ６年  柿　原　月　菜

らくがきと　心のきずを　消せたらいいな	 ６年  松　田　瑞　穂

世の中が　笑顔あふれる　書きこみを	 ６年  大　西　　　慧

物事を　一つのことで　決めないようにしよう	 ６年  森　本　貴　一

決めつけない　見た目で判断　なくしていこう	 ６年  犬　伏　真鈴奈

藍住北小学校生徒作品

人権標語

　今年は、狭山事件が起きて50年目の年であり、たくさんのマスコミ関係者と全国から集まった支援者約90人が
一緒に現地調査を行いました。

事件の真相を知ってもらいたい
　事前学習では、主催者から「50年間無実を訴え続けてきた。今日、現地調査を
とおして真相を知ってもらいたい」とあいさつがありました。
　弁護団からは「事件が起きて６日目から被差別部落に捜査が集中した。石川さ
んの生い立ちや捜査・逮捕・取り調べ・ウソの自白の背景に部落差別があった」
と説明があり、「いまだ開示されていない証拠を開示させ、公正な裁判を求め、え
ん罪をなくしていこう」と提案されました。

矛盾を実感
　事件が起きて50年が経ち、当時の面影はすっかりなくなっています。しかし、
２回の徹底した家宅捜査で発見できなかった被害者のものとされる「万年筆」が、
３回目の捜査で発見されたとされる石川さん宅勝手口のかも居が再現されてお
り、捜査で見落とすはずがないと実感させられました。当時２回の家宅捜査を
担当した元捜査官も、「２回の捜査で、徹底してかも居の上も捜査したが何もな
かった」と証言しています。
　そのほかにも、この事件にはたくさんの「自白」と矛盾する証拠・証言があり
ます。裁判所がこれらの証拠や証人調べを行うことが「えん罪」を防ぐ方法でも
あると思いました。

えん罪をなくすために
　石川さんは50年間「犯人」扱いされ、人生の自由を奪われてきました。「布川事件」や「足利事件」などのえん罪事
件でも、強制的に「自白」をでっち上げられ、それによって有罪判決を受けています。石川さんも「おまえが犯人
でないなら、兄が犯人だ」と取調官に言われて、ウソの自白をさせられました。これらの間違いをなくすためには、
取り調べの様子を明らかにする「可視化」がどうしても必要です。
　今年は、マスコミへの対応などに時間を要したことから、石川さん夫妻との交流会は実現できませんでしたが、
今後もマスコミなどを通して狭山事件が広く国民に知られることを期待しています。石川さんの妻、早智子さん
の地元である徳島でも、５月１日付けの「徳島新聞」で大きく報道されました。えん罪という全く人権を無視した
事件をなくすために、関心をもって裁判を見守っていきたいと思いました。

差別問題を考える藍住の会　　さかもと　えいじ

事前説明会

かも居上の万年筆を見る

 狭山事件とは…
　1963年５月１日、埼玉県狭山市内で帰宅途中の女子高校生が行方不明となり、自宅に身代金を要求する
脅迫状が届きましたが、警察は犯人を取り逃がし、その後、遺体で発見されました。埼玉県警は、同23日
に石川一雄さんを逮捕、最高裁で無期懲役が確定しました。1977年に行った東京高裁への第１次再審請求は
棄却、1986年にも第２次再審請求を行いましたが、再び棄却されました。石川さんや支援者は、被差別部落
出身者への偏見に基づく見込み捜査と訴えています。（５月１日付け徳島新聞から）
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有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
研
修
会

　

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ（
有
機
農
産
物
）に
興
味
の
あ

る
方
を
対
象
と
し
た
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。

日

時　
７
月
18
日（
木
）午
後
１
時
30
分
か
ら

場

所　
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー（
図
書
館
２
階
）

研
修
内
容　

①
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て

②
販
売
者
に
よ
る
有
機
農
産
物
の
消
費
者

ニ
ー
ズ
・
必
要
性
に
つ
い
て

③
生
産
者
の
体
験
談
等

対
象
者　
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
に
興
味
の
あ
る
生
産
者

定

員　
50
人（
申
込
順
）

参
加
料　
無
料

申
込
期
限　
７
月
10
日（
水
）ま
で

申
込
方
法　
電
話
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

主

催　
町
自
立
経
営
農
業
振
興
会
・
町

　
　
　
　
　

新
作
物
研
究
会

協
力
団
体　
県
農
林
水
産
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
・

　

鳴
門
藍
住
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
・
町

申
・
問  

経
済
産
業
課（
☎
６
３
７・３
１
２
０
）

（
ＦＡＸ
６
３
７・３
１
５
２
）

健
康
体
操

日

時　
７
月
16
日（
火
）午
前
10
時
～
正
午

場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

内

容　
肩
こ
り
・
膝
痛
・
腰
痛
予
防
と

　
　
　
　
　

体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

講

師　
県
理
学
療
法
士
会
上
田
隆
志
氏

準
備
物　
バ
ス
タ
オ
ル
・
タ
オ
ル
各
１
枚
、

　
　
　
　
　

水
分
補
給
で
き
る
も
の

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

定

員　
30
人（
申
込
順
）

申
込
期
間　
６
月
17
日（
月
）～
28
日（
金
）

主

催　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」運
動
部

申
・
問 
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２ 

・
８
６
５
８
）

藍
住
歩
こ
う
会

「
町
内
周
遊
コ
ー
ス
」約
6.5
km。

　

西
条
北
島
線
～
直
道
～
環
状
線
を
ぐ
る
っ

と
歩
き
ま
す
。

日

時　
６
月
16
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
45
分
～

　
　
　
　
　

正
午（
午
前
10
時
出
発
）

集
合
場
所　
緑
の
広
場
管
理
棟
前

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員　

無
料

　
　
　
　
　
個
人
会
員
以
外　

３
０
０
円（
保
険
料
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と

１
泊
キ
ャ
ン
プ

　

友
だ
ち
と
一
緒
に
自
然
体
験
。

　

思
い
出
を
い
っ
ぱ
い
作
り
ま
し
ょ
う
！

日

時　
７
月
23
日（
火
）午
前
８
時
出
発

　
　
　
　
　

24
日（
水
）午
後
２
時
ご
ろ
帰
町

場

所　
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
ほ
か

対
象
者　
町
内
在
住
の
小
学
３
～

　
　
　
　
　

６
年
生

定

員　
30
人（
申
込
順
）

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
４
５
０
０
円

　
　
　
　
　
会
員
以
外
６
５
０
０
円（
保
険
料
込
み
）

準
備
物　
１
日
目
の
昼
食
、
水
筒
、
着
替

　
　
　
　
　

え
、
タ
オ
ル
等

申
込
開
始　
６
月
17
日（
月
）

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
参
加
費
を
添

え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２ 

・
５
０
０
０
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日

時　
７
月
20
日（
土
）午
前
９
時
か
ら

場

所　
体
育
セ
ン
タ
ー

種

目　

◆
１
部
・
２
部
男
・
女

　
シ
ン
グ
ル
ス（
自
己
申
告
）

◆
３
部
男
・
女

　
シ
ン
グ
ル
ス（
競
技
開
始
１
年
未
満
又
は

　
小
学
生
３
年
生
以
下
）

対
象
者　
町
内
在
住
者
又
は
町
内
在
勤
者

参
加
料　
１
人
に
つ
き

　
　
　
　
　

一
般
の
部（
中
学
生
以
上
）５
０
０
円

　
　
　
　
　

小
学
生
３
０
０
円

申
込
期
限　
７
月
５
日（
金
）ま
で

※
事
故
等
の
責
任
は
負
え
ま
せ
ん
の
で
、
十

分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
シ
ャ
ト
ル
は
、大
会
本
部
で
用
意
し
ま
す
。

申
・
問 

教
育
委
員
会

（
☎
６
３
７ 

・
３
１
２
８
）

　

リ
ズ
ム
を
身
体
に
刻
ん
で
み
ま

し
ょ
う
♪

み
ん
な
初
め
て
だ
か
ら
大
丈
夫
。

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
が
踊
れ
る
よ

う
に
な
る
か
も
!?

期

間　
７
月
25
日
、
８
月
１
日
、
22
日
、

　
　
　
　
　

29
日（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
45
分
か
ら
正
午（
全
４
回
）

場

所　
体
育
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
町
内
在
住
の
小
学
４
～
６
年
生

定

員　
30
人（
先
着
順
）

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
千
円

　
　
　
　
　

会
員
以
外
２
千
円

準
備
物　
上
履
き
、
水
分
、
タ
オ
ル
等

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始　
６
月
17
日（
月
）

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
参
加
費
を
添

　

え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

こ
ど
も
ダ
ン
ス
教
室
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こ
ど
も
た
い
そ
う
教
室

　
「
走
る
、
跳
ぶ
、
投
げ
る
」を
お

兄
ち
ゃ
ん
先
生
に
教
え
て
も
ら
っ

て
、運
動
会
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
り
ま
し
ょ
う
！

期

間　
７
月
25
日
、
８
月
１
日
、
22
日
、
29
日

　
（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）午
前
９
時
～
10
時
30
分（
全
４
回
）

場

所　
体
育
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
町
内
在
住
の
小
学
１
、２
年
生

定

員　
40
人（
申
込
順
）

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員　

千
円

　
　
　
　

会
員
以
外　

２
千
円

準
備
物　
上
履
き
、
水
分
、
タ
オ
ル
等

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始　
６
月
17
日（
月
）

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
参
加
費
を
添

え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

大
麻
山
登
山
教
室

　

ジ
メ
ジ
メ
暑
い
！ 

ど
う
せ
汗
を
か
く
な

ら
、
登
山
で
ど
う
で
し
ょ
う
！

日

時　
７
月
15
日（
月
・
祝
）午
前
９
時
集
合

集
合
場
所　
大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員 

無
料

　
　
　
　
　

会
員
以
外　

５
０
０
円（
保
険
料
）

※
昼
食
・
コ
ッ
プ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
集
合
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
は
、

午
前
８
時
30
分
ま
で
に
体
育
セ
ン
タ
ー
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

放
送
大
学 

10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
25
年

度
第
２
学
期（
10
月
入
学
）の
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
放
送

大
学
は
、テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で

幅
広
い
世
代
、職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

出
願
期
間　
８
月
31
日（
土
）ま
で

※
資
料
は
無
料
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
０
２・０
１
５
１
）

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
会

～
お
客
様
の
心
を
掴
む

　
　
　
　
　
ワ
ン
ラ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
対
応
～

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

日

時　
６
月
19
日（
水
）午
前
10
時
か
ら

場

所　
町
商
工
会
館

内

容　
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
重
要
性

講

師　
㈱
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ス
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　

人
材
育
成
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

　
　
　
　
　

岡　

亜
希
菜
氏

定

員　
30
人（
申
込
順
）

参
加
費　
会
員
無
料
・
一
般
２
千
円

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
メ
ー
ル

申
・
問 

町
商
工
会（
６
９
２・２
８
１
６
）

　
　
　
　
（
FAX６
９
２・８
９
７
６
）

　
　
　
　
（
メ
ー
ルtsci2200@

tsci.or.jp

）

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

　

こ
の
事
業
は
、
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く

し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
等

の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を

行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
の
方
と
の

友
好
親
善
を
目
的
と
し
て
、
遺
族
会
が
厚
生

労
働
省
か
ら
委
託
・
補
助
を
受
け
実
施
し
て

い
ま
す
。

参
加
資
格

　

今
回
実
施
す
る
地
域（
実
施
地
域
周
辺
の

公
海
上
に
て
戦
没
さ
れ
た
方
も
含
む
）で
戦

没
さ
れ
た
方
の
遺
児

参
加
費　
一
律
９
万
円

　
　
　
　
　
（
東
京 

⇔ 

慰
霊
地
間
）

※
燃
料
費
の
高
騰
、
円
安
等
諸
般
の
事
情
に

　

よ
り
値
上
げ
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

実
施
地
域　

　

旧
ソ
連
、
ア
ッ
ツ
島
、
旧
満
州
、
中
国
、

イ
ン
ド
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
台
湾
・
バ
シ
ー
海

峡
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
リ
ア
ナ

諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
、

ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
パ
ラ
オ
諸
島
、
ボ
ル
ネ
オ
・

マ
レ
ー
半
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ビ
ス

マ
ー
ク
諸
島
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ソ
ロ

モ
ン
諸
島

申
・
問 

一
般
財
団
法
人
県
遺
族
会

（
☎
６
３
６・３
２
１
２
）

　厚生労働省四国厚生支局では、旧社会保険
庁において職員宿舎等で使用されていた、現
在未利用の国有財産(土地)の売却を行ってい
ます。
　このたび、藍住町内にある国有財産（土地）
を先着順により売払いしますので、ご興味の
ある方は、ぜひご連絡ください。

物　件　名　藍住職員宿舎（宅地・約50坪更地）
所　在　地　藍住町奥野字矢上前80番８
売払価格　4，580，000円
受付期間　６月27日（木）～９月27日（金）

※申込希望者は、現地及び当局の発行する入
札案内書等をよく確認した上で、ご参加く
ださい。
※四国厚生支局ホームページでも、詳細をご
覧いただけます。

申・問 厚生労働省四国厚生支局
　　　　年金管理課国有財産担当
　　　　（☎087・851・9510）

国有財産の先着順による売払い
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心
配
ご
と
相
談
所「
休
日
相
談
日
」を
開
設

し
ま
す
。

　

普
段
の
生
活
で
、
何
か
困
っ
た
こ
と
や
悩

み
ご
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
休
日

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日

時　
６
月
30
日（
日
）午
前
10
時
～
11
時
30
分

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階

相
談
内
容　

◆
一
般
相
談　

　

生
活
上
の
悩
み
や
家
族
家

　

庭
生
活
で
の
相
談

　

相
談
員 

民
生
委
員

◆
法
律
相
談　

　

財
産
、
相
続
、
契
約
、
金
銭

　

契
約
な
ど
の
相
談

　

相
談
員 

弁
護
士

料

金　
無
料

※
法
律
相
談
に
つ
い
て
は
、
必
ず
事
前
に
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
初
め
て
の
方
を
優
先
的
に
受
け
付
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
・
問 

社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
６
９
２ 

・
９
９
５
１
）

（
相
談
所
専
用
☎
６
９
２・６
２
２
２
）

（
FAX６
９
２ 

・
１
６
２
６
）

人
権
講
座
開
催　
　
　
　
　

　

身
近
な
暮
ら
し
や
社
会
に
あ
る
様
々
な
人
権
問
題

に
つ
い
て
、皆
さ
ん
で
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

実
施
日　
年
間
６
回（
下
記
一
覧
表
参
照
）

時

間　
午
後
７
時
30 

分
～
午
後
９
時

場

所　
町
民
シ
ア
タ
ー（
役
場
４
階
）

内

容　
登
録
制

　

６
回
の
全
講
座
を
受
講
で
き
る
方

自
由
参
加　

　

１
～
２
講
座
の
受
講
可
能
な
方

　

※
た
だ
し
、
町
外
現
地
研
修
は
除
き
ま
す
。

対
象
者　
町
内
在
住
者
又
は
町
内
在
勤
者

募
集
人
数　
50
人

受
講
料　
無
料（
町
外
研
修
の
一
部
は
実
費
負
担
）

申
込
期
間　
６
月
17
日（
月
）～
６
月
28
日（
金
）

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
申
込
期
間
中
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い（
自
由
参
加
の
方
は
、
各
講
座
日
の
前
日

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）。

※
講
師
等
の
都
合
に
よ
り
、
日
時
や
内
容
を
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

主

催　
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

共

催　
町
・
町
教
育
委
員
会

申
・
問 
教
育
委
員
会 （
☎
６
３
７ 

・
３
１
２
８
）

月　　　日 人　権　課　題 講　師　等

　　 第１回　８ 月 21 日（水） 障 が い 者 ・ 高 齢 者 講 師 : 美 馬 育 子 氏

　　 第２回　９ 月 18 日（水） 子 ど も の 人 権 講 師 : 川 瀬 公 美 子 氏

　　 第３回　11 月 ９ 日（土） 県 外 現 地 研 修 奈 良 市 西 光 寺 ほか

　　 第４回　11 月 29 日（金） 同 和 問 題 講 師 : 中 内 正 子 氏

　　 第５回　12 月（調整中） 外 国 人 講 師 :（ 調 整 中 ）

　　 第６回　１ 月 16 日(木） 女 性 の 人 権 講 師 : 阿 部 和 代 氏

休日相談

7月

8月

心配ごと相談所カレンダー

※法律相談については完全予約制となっています。 ※相談は無料・秘密厳守です。
●場所　福祉センター（１階相談室）
●こども相談（月～金曜日　午前中）「富吉・東中富・奥野・徳命・西部・住吉・勝瑞」の各児童館
●保健相談（毎週月曜日）…「保健センター」
●介護相談（随時受付）…「地域包括支援センター」
●時間　人権、行政、一般相談は午後1時30分～3時30分、その他は午後1時～3時
●相談センター専用電話（☎６９２・６２２２）

平
成
25
年
７
月
８
月
相
談
日
の
お
知
ら
せ

日 月 火 水 木 金 土
1

行政相談
2

一般相談
3 4 5 6

7 ８
人権相談

9 10 11
法律相談

12 13

14 15 16
一般相談

17 18 19
税金相談

20

21 22 23 24 25
法律相談

26 27

28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5
行政相談

6
一般相談

7 8
法律相談

9 10

11 12
行政相談

13 14 15 16
税金相談

17

18 19 20
一般相談

21 22
法律相談

23 24

25 26 27 28 29 30 31

【日程及び学習内容】

藍
住
町
心
配
ご
と
相
談
所

「
休
日
相
談
日
」の
ご
案
内
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳴
門

　
　
　

か
ら
の
お
願
い

～
新
規
高
卒
者
対
象
の
求
人
募
集
に
ご
協
力
を
～

　

来
春
高
卒
予
定
者
を
対
象
と
し
た
求
人
の

受
理
を
６
月
20
日（
木
）か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

新
卒
者
の
就
職
環
境
は
厳
し
く
、
在
学
中

に
就
職
が
決
ま
ら
ず
卒
業
す
る
生
徒
が
い
る

と
い
う
状
況
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
生
徒

が
地
元
で
働
く
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳴
門

（
☎
６
８
５・２
２
７
０
）

図
書
館
の
行
事

お
は
な
し
会

　

毎
週
日
曜
日　

午
後
２
時
～
２
時
30
分 

あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

　

６
月
26
日（
水
）、
７
月
10
日（
水
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

井
隈
読
書
会

　

７
月
４
日（
木
）午
前
10
時
か
ら

テ
ー
マ
本 

「
日
本
精
神
」

　

ヴ
ェ
ン
セ
ス
ラ
ウ
・
デ
・
モ
ラ
エ
ス
著

◎
休
館
日
▼
毎
週
月
曜
日

　
　
　
　

▼
図
書
整
理
日
…
６
月
20
日（
木
）

◎
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

図
書
館
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
く

だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
次
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

図
書
館（
☎
６
９
２・０
０
７
０
）

わ
く
わ
く　
　

   　

広
場

　

今
年
で
第
２
回
目
と
な
る“
わ
く
わ
く
ス

ポ
ー
ツ
広
場
”を
７
月
21
日（
日
）に
開
催
す

る
予
定
で
す
。

　

家
族
で
、
友
だ
ち
で
、
ま
た
一
人
で
も
気

軽
に
楽
し
め
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

詳
し
く
は
、
７
月
15
日
発
行
の「
広
報
あ

い
ず
み
７
月
号
」に
掲
載
し
ま
す
。

問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

　

春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
マ
ダ
ニ
が
活
発

化
す
る
季
節
で
す
。

　

犬
に
は
、
マ
ダ
ニ
を
原
因
と
し
た
バ
ベ
シ

ア
症
、
ラ
イ
ム
病
、
リ
ケ
ッ
チ
ア
感
染
症
、

ア
レ
ル
ギ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
の
病
気
が
起
こ

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、注
意
が
必
要
で
す
。

　

野
山
へ
出
か
け
る
と
き
は
、
肌
の
露
出
を

控
え
、
マ
ダ
ニ
が
付
着
す
る
の
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
飼
い
犬
や
猫
を
連
れ
て
行

く
場
合
は
、
マ
ダ
ニ
の
寄
生
を
予
防
し
、
自

宅
に
持
ち
帰
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

県
動
物
愛
護
推
進
員　

花
木
・
西
岡　
　

問 

生
活
環
境
課（
☎
６
３
７・３
１
１
６
）

集
れ
！ 

プ
ロ
野
球
フ
ァ
ン

～
抽
選
で
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
～

　

プ
ロ
野
球
選
手
が
実
際
に
使
用
し
た
品
を

中
心
に
展
示
し
ま
す
。

期

間　
７
月
20
日（
土
）～
７
月
21
日（
日
）

藍
の
館
作
品
の
展
示
即
売

　

紳
士
用
シ
ャ
ツ（
麻
）・
子
供
用
Ｔ
シ
ャ
ツ
・

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
・
の
れ
ん
・
日
傘
な
ど
の
藍

染
製
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見

に
来
て
く
だ
さ
い
。

場

所　
藍
の
館（
展
示
室
）

＊
藍
の
館
で
は
、
染
め
物
持
込
み
に
よ
る
藍
染

体
験
が
で
き
ま
す
。

　

思
い
入
れ
の
あ
る
古
く
な
っ
た
洋
服（
し
み

が
付
い
た
も
の
・
黄
ば
ん
だ
も
の
）な
ど
を
藍

染
め
で
よ
み
が
え
ら
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

自
然
素
材
の
木
綿･

麻･

シ
ル
ク
は
よ
く
染
ま

り
ま
す（
記
憶
形
状
・
Ｕ
Ⅴ
カ
ッ
ト
は
不
可
）。

　

持
込
み
体
験
価
格

　

１
ｇ
15
円
・
シ
ル
ク
の
み
１
ｇ
30
円

第
１
日
曜
日　
琵
琶
演
奏
体
験　
　
　

第
１
月
曜
日　
ぞ
め
き
演
奏　
　

第
２
日
曜
日　
尺
八
演
奏　
　
　
　
　

第
３
日
曜
日　
琴
演
奏
体
験
学
習

第
４
日
曜
日　
梅
若
流
民
謡
啄
穂
会　

※
各
演
奏
・
体
験
は
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
（
ぞ
め
き
演
奏
の
み
午
後
２
時
ま
で
）

問 

藍
の
館（
☎
６
９
２・６
３
１
７
）

マ
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
新
し
い
感
染
症

「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）」を
予
防
し
ま
し
ょ
う

●
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

２
０
１
１
年
に
初
め
て
特
定
さ
れ
た
Ｓ
Ｆ

Ｔ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
起
き
る
病
気

で
、
重
症
化
す
れ
ば
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
主
な
症
状
と
し
て
発
熱
・
消
化
器
症

状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

●
ど
の
よ
う
に
感
染
す
る
の
？

　

多
く
の
場
合
、
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
し
て
い

る「
マ
ダ
ニ
」に
咬
ま
れ
る
こ
と
で
感
染
し
ま

す
。
マ
ダ
ニ
は
主
に
森
林
や
草
地
に
生
息
し

て
い
ま
す
が
、
市
街
地
周
辺
で
も
見
ら
れ
て

い
ま
す
。

※
す
べ
て
の
マ
ダ
ニ
が
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
し

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
ど
の
よ
う
に
予
防
す
れ
ば
い
い
の
？

　

マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

草
む
ら
や
山
な
ど
、
ダ
ニ
が
多
く
生
息
す
る

場
所
に
行
く
場
合
は
、
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・

足
を
完
全
に
覆
う
靴
を
履
き
、
手
袋
を
着
用

し
た
り
、
首
に
タ
オ
ル
を
巻
い
た
り
し
て
、
肌

の
露
出
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
屋
外
活
動
後
は
入
浴
し
、
マ
ダ

ニ
に
刺
さ
れ
て
い
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
も
し
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
ら
？

　

マ
ダ
ニ
類
の
多
く
は
、
皮
膚
に
し
っ
か
り

と
口
器
を
突
き
刺
し
、
長
期
間（
数
日
か
ら

10
日
間
）吸
血
し
ま
す
。
無
理
に
引
き
抜
こ

う
と
し
ま
す
と
、
マ
ダ
ニ
の
一
部
が
皮
膚
内

に
残
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

医
療
機
関
で
処
置
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ

い
。
咬
ま
れ
た
後
１
～
２
週
間
は
、
発
熱
、

嘔
気
、
下
痢
な
ど
に
注
意
し
、
症
状
が
あ
れ

ば
直
ち
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
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（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）
谷　口　絢　士 （は る と） 男 英 司 ・ 真理子 住吉字神蔵
安　田　想　永 （そ　 な） 女 昂 平 ・ 千 広 矢上字北分
中　野　詩　大 （う　 た） 男 和 生 ・ 真寿美 奥野字乾
佐　田　斗　雅 （と う ま） 男 亮 ・ 茜 住吉字江端
中　川　宗　祐 （そうすけ） 男 宗 史 ・ 尚 子 富吉字豊吉
右　田　晃太郎 （こうたろう） 男 博 之 ・ 真 美 勝瑞字幸島
池　内　煌　晟 （こうせい） 男 一 貴 ・ 美 穂 徳命字元村
渡　辺　琉　可 （る　 か） 女 修 治 ・ 小 也 住吉字神蔵
三　木　結　衣 （ゆ　 い） 女 貴 文 ・ 夕起枝 富吉字中新田
仲　澤　恵美璃 （え み り） 女 和 也 ・ 真 緒 徳命字前須西仲　澤　美　玲 （み れ い） 女
武　市　望　未 （の ぞ み） 女 稔 弘 ・ みゆき 奥野字矢上前
林　　　瑞　季 （み ず き） 女 直 宏 ・ めぐみ 奥野字原
小野寺　健　成 （けんせい） 男 慎 也 ・ 愛 里 富吉字豊吉
竹　内　彩　乃 （あ や の） 女 大 貴 ・ 真里子 住吉字神蔵
高　橋　陽　翔 （は る と） 男 優 弥 ・ 敦 子 奥野字乾
田　中　晋太郎 （しんたろう） 男 英太郞 ・ 明日香 奥野字乾
新　居　心　春 （こ は る） 女 悟 史 ・ 菜穂子 乙瀬字乾
髙　橋　謙　太 （け ん た） 男 潤 次 ・ 和 美 東中富字敷地傍示
河　井　結　星 （ゆうせい） 男 宜 大 ・ 麻里奈 奥野字矢上前
坂　本　貴　一 （き い ち） 男 道 彦 ・ 咲 子 東中富字長江傍示
岡　田　昂　樹 （こ う き） 男 勇 也 ・ 景 子 徳命字前須西
左津前　　　樹 （い つ き） 男 純 一 ・ 玲 富吉字中新田
大　達　朝　陽 （あ さ ひ） 男 一 弘 ・ 真紀子 奥野字原
佐　藤　良　太 （りょうた） 男 健 一 ・ 怜 子 矢上字春日
南　　　結　都 （ゆ い と） 男 佑 樹 ・ 恵理子 勝瑞字幸島
山　口　沙　羅 （さ　 ら） 女 順 史 ・ 和 代 住吉字千鳥ヶ浜
平　尾　奏　人 （か な と） 男 泰 隆 ・ 美 幸 徳命字名田
西　　　彩　芽 （あ や め） 男 直 人 ・ 真亜子 乙瀬字乾
折　上　朔　都 （さ く と） 男 修 也 ・ 理 恵 富吉字豊吉
髙曽根　太　一 （た い ち） 男 督 也 ・ 夢 美 奥野字矢上前
中　道　勇　志 （ゆ う し） 男 靖 ・ 由紀恵 勝瑞字成長
唐　住　　　樹 （い つ き） 男 繁 ・ 紀 映 奥野字原
藤　崎　琉　虎 （りゅうと） 男 和 佳 ・ 英 里 徳命字元村

（氏 名） （年 齢） （住  所）
東　　　カズヱ 76歳 勝瑞字正喜地
三　間　敏　男 84歳 奥野字長江口
北　野　和　德 80歳 東中富字慶長
実　平　トシヱ 94歳 富吉字穂実
森　﨑　キミ子 87歳 住吉字藤ノ木
濱　　　美代子 84歳 矢上字春日
竹　澤　富　子 89歳 住吉字乾
中　瀬　治一郎 64歳 勝瑞字正喜地
矢　野　利　子 93歳 矢上字江ノ口
河　野　浩　二 66歳 住吉字神蔵
圓　藤　高　也 81歳 奥野字前川
中　村　八重子 94歳 勝瑞字幸島
森　下　　　忠 86歳 勝瑞字幸島
吉　田　道　夫 88歳 笠木字川北
住　友　美代子 77歳 勝瑞字新田
岩　井　保　子 79歳 住吉字神蔵
渡　邉　　　清 82歳 徳命字前須西
藤　木　　　薫 80歳 勝瑞字成長

5月

おくやみ申し上げます月55

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会
板野西部青少年補導センター

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

子どもは、私たちの宝です

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよ
う、健康チェックや健康体操、お話、レクリエーショ
ン等の内容で各地域老人憩の家で開催しますので、
お気軽にご参加ください。
開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

６月17日 月 午前９時30分～11時 住吉老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

６月19日 水 午後１時30分～３時 徳命老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

６月21日 金 午後１時30分～３時 東中富老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

６月24日 月 午前９時30分～11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

６月24日 月 午後１時30分～３時 奥野老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

７月１日 月 午後１時30分～３時 東部老人憩の家 健康チェック
レクリエーション

７月２日 火 午後１時30分～３時 西部老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

７月３日 水 午後１時30分～３時 富吉老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

７月８日 月 午前９時30分～11時 住吉老人憩の家 健康チェック
レクリエーション

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック（血圧測定、検尿）・健康体操、レクリエーショ
　　  ン等を行っています。
問 　社 会 福 祉 協 議 会 （☎692・9951）

地域包括支援センター （☎637・3175）

いきいきサロンのご案内

ぽ
ん
ぽ
ん
ぽ
ん
丸
太
の
柵
を
タ
ッ
チ
し
て
歩
幅
大
き
く
今
宵
は
あ
ゆ
む

岡　

田　

博　

子

住
む
人
を
な
く
せ
し
屋
敷
植
え
し
木
の
家
を
と
り
こ
み
林
と
な
り
ぬ

四　

宮　

千　

代

散
歩
に
て
よ
う
肥
っ
と
る
な
と
人
言
え
り
そ
の
つ
ど
顔
を
犬
と
見
合
わ
す

春　

本　

壽
美
子

メ
ー
ル
の
音
待
ち
こ
が
れ
て
い
る
夏
時
間
芝
居
み
た
い
に
夢
か
ら
覚
め
る

長　

山　

雅　

則

手
を
握
る
の
み
な
る
わ
れ
に
死
の
床
の
子
は
幸
せ
と
笑
み
て
逝
き
た
り　

犬　

塚　
　
　

容

歩
道
と
て
安
堵
し
て
ゆ
く
我
の
横
走
る
銀
輪
ベ
ル
を
鳴
ら
さ
ず

小　

原　

喜
代
子

三
段
の
棚
に
あ
ふ
れ
て
菓
子
の
群
れ
足
り
な
い
も
の
は
お
父
さ
ん
で
す

里　

山　

麻　

子

階
段
を
踏
み
は
ず
し
た
り
切
な
く
て
あ
そ
び
の
ご
と
き
人
生
が
あ
る

山　

本　

枝
里
子
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医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

診療時間

8:45～12:30

14:30～17:30

月 火 水 木 金 土

院長　棚本　洋文
㈳日本耳鼻咽喉科学会　認定　耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会　認定　アレルギー専門医

TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる

じ　　び　いん こう　か

西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼

洋服の青山● ●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

予約専用電話 088－683－3381
（ミミハチイチバン）

増田クリニック
TEL：  088 - 693 - 3020
藍住町役場東500ｍ

禁煙指導・健診・予防接種承ります。
●診療科目：内科・循環器科

心臓血管外科・ペインクリニック内科

土
○
5：30
まで

金
○
○

木
○
／

水
○
○

火
○
○

月
○
○

診療時間
午前9:00～12:30
午後2:30～　6:30

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

。

救急告示・日本医療機能評価機構認定病院
医療法人
凌 雲 会稲次整形外科病院
理事長　稲次　正敬／院長　湊　省 ☎６９２-５７５７

☎６79-8880 692-0700

★診療時間★
午前 ／ ９：００～１２：００　　
午後 ／ ２：００～  ６：００
※日・祝日は急患のみ

診療科 月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ー
ー ー ー ー ー ○

ー ー ー ー ○ ー
○

AM

PM

AM

AM

PM ー ー ○ ー ー

リハビリ科
整形外科
内　　科

神経内科

形成外科

脳外科

３６５日・２４時間
院内託児施設あり「ちびっこ園」

クリニック・ヘルパーステーション併設

リハビリスタッフによる
機能訓練・指導も充実

お問い合わせは

体験利用
受付中

（稲次整形外科病院より50m）
メディション凌雲

デイサービス昴デイサービス昴サービス付き高齢者向け住宅

町
指
定
有
形
文
化
財「
敬
台
院
肖
像
」

指
定
年
月
日　
昭
和
59
年
12
月
１
日

正
法
寺
蔵

　

敬き
ょ
う

台だ
い

院い
ん

は
、
慶け

い

長ち
ょ
う５

年（
１
６
０
０
）に
蜂

須
賀
至よ

し
し
げ鎮

の
夫
人
と
し
て
嫁
入
り
し
ま
し

た
。
こ
の
と
き
、
敬
台
院
は
９
歳
、
至
鎮
は

15
歳
で
し
た
。
敬
台
院
は
徳
川
家
康
の
養
女

と
し
て
輿こ

し

入い

れ
し
て
お
り
、
徳
川
家
と
蜂
須

賀
家
の
関
係
強
化
の
た
め
の
典
型
的
な
政せ

い

略り
ゃ
く

結
婚
で
し
た
。
元げ

ん

和な

６
年（
１
６
２
０
）、
至

鎮
が
亡
く
な
る
と
剃て

い
は
つ髪

し
、
夫
の
菩ぼ

提だ
い

を
弔

う
一
方
で
蜂
須
賀
家
を
陰
で
支
え
ま
し
た
。

　

蓮は
す

の
花
を
配は

い

し
た
垂
れ
幕
と
御み

簾す

の
下
で

数
珠
を
手
に
し
、
高こ

う
ら
い
べ
り

麗
縁
の
上あ

げ
だ
た
み畳

に
片
膝
を

立
て
て
座
す
姿
の
敬
台
院
肖
像
は
、
作
者
も

製
作
年
代
も
不
明
で
す
が
、
近
世
中
期
の
優

れ
た
肖
像
画
と
し
て
各
方
面
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

藍
住
町
の
文
化
財
14
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